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《電子記録債権取引システム》は、次の設定を行っていただくとお取引が可能となります。 

この設定のことを初期設定といいます。 

はじめてご利用になる方は、必ず実施いただく設定となりますので、本書に沿って初期設定を行ってください。 

 

１． 事前準備 

※《電子記録債権取引システム》の利用には、パソコンのブラウザの設定が必要となります。 

 

２． 電子証明書の取得 

※初回ログインするために、電子証明書の取得が必要となります。 

 

３． 《電子記録債権取引システム》にログインするための「ログインパスワード」の設定 

※初回ログイン時に入力するパスワードは初回のみ有効なため、「ログインパスワード」の設定が必要

となります。 

 

４． 《電子記録債権取引システム》のお取引を確定するための承認パスワードの設定（確認用承認パスワ

ードともいいます。） 

※複数人で《電子記録債権取引システム》を利用する場合に、仮登録のみを行う担当者として登録、設

定を行ったユーザは、承認パスワードの設定は不要です。 

 

５． 業務取引を行う範囲をしているための業務権限の設定 

※《電子記録債権取引システム》は、いくつかの業務に分かれており、業務毎に権限を設定することが

可能です。 

ははじじめめててごご利利用用ににななるる方方へへ「「初初期期設設定定（（電電子子証証明明書書方方式式））」」  
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初期設定の流れ 

 《電子記録債権取引システム》をご利用いただくための初期設定手順を説明します。 

 まずマスターユーザは、電子証明書を取得します。次に取得した電子証明書と仮ログインパスワードで《電子記

録債権取引システム》にログインし、ログインパスワード、承認パスワードの設定、業務権限の付与を行います。

次に《電子記録債権取引システム》を複数名で利用する場合、一般ユーザの作成・初期設定を行います。 

 

＜マスターユーザの初期設定＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

金融機関 

 

マスターユーザ 

 

ログイン ID・初回パスワードの受領 

利用開始通知書 

マスターユーザによる電子証明書の取得 

《
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マスターユーザによるログイン 

マスターユーザの承認パスワード設定 

マスターユーザのログインパスワード設定 

マスターユーザの業務権限付与 

《電子記録債権取引システム》トップ画面表示 

マスターユーザ 

 
事前準備（ブラウザ設定） 
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《電子記録債権取引システム》では、ブラウザの画面遷移において、セキュリティのために「Cookie」（クッキー）

を使用しています。そのため、「Cookie」の受け入れを有効にしていただく必要があります。 

また、ユーザの真正性を高めるために電子証明書を取得いただきますが、電子証明書の取得・更新時に、

ActiveX コンポーネントのダウンロードとインストールを自動で行うため、ブラウザ設定が必要となる場合がありま

すので、以下の手順のとおり設定いただき、電子証明書の取得を実施してください。 

 

１．Cookie の設定 

   ブラウザの Cookie の受け入れを有効にする必要があります。 

【Cookie の有効設定方法】（ＩＥ６．０の場合） 

①Internet Explorer（ブラウザ）を起動します。 

②Internet Explorer のメニューの【ツール】をクリックし、「インターネットオプション」を表示します。 

③インターネットオプションでの設定を行います。 

 

 

「プライバシー」タブをクリック 

「詳細設定」ボタンをクリック 

事前準備（ブラウザの設定） 

「ファーストパーティのCookieを

受け入れる」にチェックを入れ

 

 「ＯＫ」ボタンをクリック 

「自動 Cookie 処理を上書きす

る」にチェックを入れる 
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２．インターネットオプションの設定を行う 

ＩＥの「ツール」→「インターネットオプション」にて次の設定を実施してください。 

 

【設定例：ＩＥ６の場合】 

 

 

 

次の項目を「有効にする」にチェックを入れる 

・「ActiveＸコントロールとプラグインの実行」 

・「スクリプトを実行しても安全だとマークされてい

る ActiveＸコントロールのスクリプト実行」 

・「アクティブ スクリプト」 

※Windows Vista（SP2）の場合は以下にもチェッ

クを入れる 

・「ActiveＸを警告なしで使用することを承認済み

のドメインにのみ許可する」 

・「前回使用されなかった ActiveＸコントロールを

警告なしで実行するのを許可する」 

「ＯＫ」ボタンをクリック 

「レベルのカスタマイズ（Ｃ）」ボタンを 

クリック 

「セキュリティ」タブをクリック 
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■インターネットオプションの設定内容を反映するため、全てのブラウザを閉じてください。 

  なお、各ＯＳとインターネットオプションの設定は下表のとおり。 

 

「詳細設定」タブをクリック 

次の項目にチェックを入れる 

・「ＨＴＴＰ１．１を使用する」 

・「プロキシ接続でＨＴＴＰ１．１を使用する」 

・「ＳＳＬ３．０を使用する」 

・「ＴＬＳ１．０を使用する」 

「ＯＫ」ボタンをクリック 

「適用」ボタンをクリック 
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【表：各ＯＳとインターネットオプションの設定一覧】 

設定項目 
ＯＳ 

Windows XP SP3 Windows Vista SP2 Windows 7 

「セキュリティ」タブの設定 

1 保護モードを有効にする 

― 

（設定項目が存在しな

い） 

無効 

（チェックを入れない） 

無効 

（チェックを入れない） 

「ActiveＸコントロールとプラグイン」の設定 

1 
ActiveＸコントロールとプラグ

インの実行 

有効 

（チェックを入れる） 

有効 

（チェックを入れる） 

有効 

（チェックを入れる） 

2 

ActiveＸを警告なしで使用する

ことを承認済みのドメインにの

み許可する 

指定なし 
有効 

（チェックを入れる） 
指定なし 

3 

スクリプトを実行しても安全だ

とマークされている ActiveＸコ

ントロールのスクリプト実行 

有効 

（チェックを入れる） 

有効 

（チェックを入れる） 

有効 

（チェックを入れる） 

4 

前回使用されなかった Active

Ｘコントロールを警告なしで実

行するのを許可する 

指定なし 
有効 

（チェックを入れる） 
指定なし 

「スクリプト」の設定 

1 アクティブ スクリプト 
有効 

（チェックを入れる） 

有効 

（チェックを入れる） 

有効 

（チェックを入れる） 

「詳細設定」タブの設定 

1 ＨＴＴＰ１．１を使用する 
有効 

（チェックを入れる） 

有効 

（チェックを入れる） 

有効 

（チェックを入れる） 

2 
プロキシ接続でＨＴＴＰ１．１

を使用する 

有効 

（チェックを入れる） 

有効 

（チェックを入れる） 

有効 

（チェックを入れる） 

3 ＳＳＬ ３．０を使用する 
有効 

（チェックを入れる） 

有効 

（チェックを入れる） 

有効 

（チェックを入れる） 

4 ＴＬＳ １．０を使用する 
有効 

（チェックを入れる） 

有効 

（チェックを入れる） 

有効 

（チェックを入れる） 

電子証明書の発行処理を実施するために適用が必要な Windows の修正プログラム 

1 Windows の修正プログラム なし なし 

ＫＢ９７４４３１  

（Windows 7 SP1 に含ま

れる） 

 

修正プログラム（ＫＢ９７４４３１）のダウンロード URL： 

http://www.microsoft.com/downloads/ja-jp/details.aspx?FamilyID=52283323-DEFD-4529-A88E-5FDABDE75EB

C 

 

http://www.microsoft.com/downloads/ja-jp/details.aspx?FamilyID=52283323-DEFD-4529-A88E-5FDABDE75EBC�
http://www.microsoft.com/downloads/ja-jp/details.aspx?FamilyID=52283323-DEFD-4529-A88E-5FDABDE75EBC�
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３．信頼済サイトへのＵＲＬ登録を行う 

①Internet Explorer（ブラウザ）を起動します。 

 

②Internet Explorer のメニューの【ツール】をクリックし、「インターネットオプション」を表示します。 

 

③インターネットオプションでの設定を行います。 

 

 

 

「セキュリティ」タグをクリック 

「信頼済みサイト」をクリック 

「サイト」ボタンをクリック 

「保護モードを有効にする」項目にチェック

が入っていないことを確認 

※チェックが入っている場合はチェックを外

す。 

「ツール」をクリック 

「インターネットオプション」を 

クリック 
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④「このＷｅｂサイトをゾーンに追加する」の入力欄に以下の「ＵＲＬ」と入力、【追加】ボタンをクリックします。 

 ※４つのＵＲＬを入力するため、４回実施します。 

    （１）「https://www01.shinkin-ib.jp」 

    （２）「https://www02.shinkin-ib.jp」 

    （３）「https://www03.shinkin-ib.jp」 

    （４）「https://sso.shinkin.jp」 

 

「適用」ボタンをクリック 

「ＯＫ」ボタンをクリック 

https://www01.shinkin-ib.jp 

①https://www01.shinkin-ib.jp を入力。 

③https://www02.shinkin-ib.jp を入力。 

⑤https://www03.shinkin-ib.jp を入力。 

⑦https://sso.shinkin.jp を入力。 

※①～⑨は操作順を表します。 

②「追加」ボタンをクリック 

④「追加」ボタンをクリック 

⑥「追加」ボタンをクリック 

⑧「追加」ボタンをクリック 

⑨「閉じる」ボタンをクリック 

事前準備（ブラウザ設定）は終了です。 
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金融機関ホームページを開いてください。 

１． 金融機関ホームページ画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２． 《電子記録債権取引システム》案内画面 

 

 

 

金融機関ホームページ 

 

 

 

 

 

ログインボタンをクリックしてください。 

 

マスターユーザによる電子証明書の取得 
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３． ログイン画面 

 

 

 

 

４． 電子証明書取得画面 

 
 

 

①お客様 ID（ログイン ID） 

②ログインパスワード 

を入力してください。 

 

 

取得ボタンをクリックしてください。 

 

② 
① 

ご注意事項 
ログインＩＤは、必ず先頭に“d-”(ディーマイナス)が付きますので、“d-”(ディーマイナス)を忘れず、入力してください。 
 

 

電子証明書取得ボタンを 

クリックしてください。 
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５． 電子証明書取得開始画面 

 

 

 

 

６． 電子証明書発行処理中画面 

 

 

 

 

 

取得ボタンをクリックしてください。 

 

発行処理中です。 

画面が切替るまでしばらくお待ちください。 
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７． 電子証明書インストール完了画面 

 

 

 

このウィンドウを閉じるボタンを 

クリックしてください。 
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８． ログイン画面 

 

 

 

 

 

 

９． ログインパスワード入力画面 

 

 

お客様ＩＤ（ログイン ID）を選択してくださ

い。 

 

OK ボタンをクリックしてください。 

ログインパスワード 
を入力してください。 

 

ログインボタンをクリックしてください。 

マスターユーザによるログイン 

 

電子証明書ログインボタンを 

クリックしてください。 
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１． ログインパスワード変更画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２． サービス一覧画面 

 

 

 

 

 

 

 

① 

② 

①現ログインパスワード 
②新ログインパスワード 
③新ログインパスワード（確認） 
を入力してください。 

 

変更ボタンをクリックしてください。 

③ 

ご注意事項 
・新ログインパスワードは、半角英字・半角数字を必ず１文字以上ずつ含め６桁以上にしてください。 
・ユーザ ID と同じ値は設定できません。変更前のログインパスワードと同じ値も設定できません。 
・ログインパスワードは、連続６回入力誤りした場合、パスワードロックがかかり、以後、本システムにログイン
することができなくなりますので、忘れないようご注意ください。 

 

 

しんきん電子記録債権サービス  
ボタンをクリックしてください。 

マスターユーザのログインパスワード設定 
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１． 承認パスワード変更画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２． 承認パスワード変更完了画面 

 

 

① 
② 

①新しい承認パスワード 
②新しい承認パスワード（再入力） 
を入力してください。 

 

実行ボタンをクリックしてください。 

ご注意事項 
・承認パスワードは、半角英字・半角数字を必ず１文字以上ずつ含んでください。 
・承認パスワードは、６桁以上で設定してください。 
・承認パスワードは、連続６回入力誤りした場合、パスワードロックがかかり、以後、承認業務を実施することができ
なくなりますので、忘れないようご注意ください。 

 

 

 

トップへボタンをクリックしてください。 

●●●●●● 

●●●●●● 

マスターユーザの承認パスワード設定 
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１． 《電子記録債権取引システム》トップ画面 

 

 

 

 

１． 管理業務メニュー画面 

 

 

 

２． 企業ユーザ管理メニュー画面 

 

 

管理業務をクリックしてください。 

 

ユーザ情報管理ボタンをクリックしてく

ださい。 

 

変更ボタンをクリックしてください。 

《電子記録債権取引システム》トップ画面表示 

マスターユーザの業務権限付与 
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３． ユーザ情報検索 

 

 

 

４． ユーザ情報検索 

 

 

検索ボタンをクリックしてください。 

 

変更ボタンをクリックしてください。 
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５． ユーザ情報変更画面 

 

 

６． ユーザ情報変更確認画面 

 

承認パスワードを入力してください。 

 

変更内容の確認へボタンをクリックし

てください。 

 

変更の実行ボタンをクリックしてくださ

い。 

ユーザに業務権限、口座権限設定しま

す。 

 

承認対象業務の権限を設定します。 

設定する業務の担当者または承認者

のチェックボックスにチェックを入れて

ください。 

※担当者と承認者の双方に権限を設

定することも可能です。 

 

 

口座権限リストを設定します。 

設定する口座のチェックボックスにチ

ェックを入れてください。 

 

 

承認不要業務の権限を設定します。 

設定する業務のチェックボックスにチ

ェックを入れてください。 
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７． ユーザ情報変更完了画面 

 

 

 

 

トップへ戻るボタンをクリックしてください。 

マスターユーザの初期設定は完了です。 

《電子記録債権取引システム》を１名で利用される場合、

上記の手順で初期設定は完了です。 

複数名が利用する場合は、次ページの手順（一般ユー

ザの作成・初期設定）が必要です。 
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＜一般ユーザの作成＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マスターユーザ 

 

マスターユーザによるログイン 

 《
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子
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録
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シ
ス
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ム
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《電子記録債権取引システム》トップ画面表示 

 

一般ユーザ情報の更新 

一般ユーザの作成（一般ユーザのＩＤ・初回パスワード発行） 

一般ユーザに対する業務権限付与 

 

一般ユーザの電子証明書発行 
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マスターユーザにて、ログインし、トップ画面を表示 

１． 《電子記録債権取引システム》トップ画面 

 

 

 

 

 

１． 管理業務メニュー画面 

 

 

 

 

管理業務をクリックしてください。 

 

ユーザ情報管理ボタンをクリックしてく

ださい。 

《電子記録債権取引システム》トップ画面表示 

一般ユーザの作成（一般ユーザの ID 作成・初回パスワード発行） 
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２． 企業ユーザ管理メニュー 

 

 

 

 

３． ユーザ情報検索（登録・解除） 

 

 

 

登録・解除ボタンをクリックしてください。 

 

新規登録ボタンをクリックしてください。 
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４． ユーザ情報新規登録 

 

 

 

 

５． ユーザ情報新規登録確認 

 

ご注意事項 

ログインＩＤは、必ず先頭に“d-”(ディーマイナス)が付与されますので、登録時の入力は不要ですが 

ログイン時には、“d-”(ディーマイナス)と設定したログインＩＤを入力してください。 

 

例） 

入力したログインＩＤ 「abc123」の場合 

ログインＩＤは、「d-abc123」となります。 

ログイン時のログインＩＤは「d-abc123」を入力してください。※d は半角英字、-は半角記号です。 

一般ユーザの 

①ログイン ID 

（半角英数字 6 文字以上 12 文字以内） 

※ご注意事項を参照ください。 

②ユーザ名 

（全角 40 文字以内[半角可]） 

③メールアドレス 

（半角英数字記号 4文字以上 64文字以内） 

④メールアドレス（再入力） 

（半角英数字記号 4文字以上 64文字以内） 

⑤初回ログインパスワード 

（半角英数字 6 文字以上 12 文字以内） 

⑥初回ログインパスワード（再入力） 

（半角英数字 6 文字以上 12 文字以内） 

を入力してください。 

 

確認ボタンをクリックしてください。 

承認パスワードを入力してください。 

 

実行ボタンをクリックしてください。 

① 
② 
③ 
④ 
⑤ 
⑥ 
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６． ユーザ情報新規登録完了 

 

 

 

 

一般ユーザ情報の更新方法は、次ページ「一般ユーザ情報の更

新」をご参照ください。 

ユーザ情報を新規登録が完了となります。 

続けて、更新したユーザの更新を行いますので、サブメニューエリア

の管理業務をクリックしてください。 

ユーザの更新を行わない場合、登録したユーザをご利用できません

ので、ご注意ください。 
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１． 管理業務メニュー画面 

 

 

 

 

２． 企業ユーザ管理メニュー画面 

 

 

 

一般ユーザ情報の更新 

 

ユーザ情報管理ボタンをクリックして

ください。 

 

更新ボタンをクリックしてください。 

ユーザ情報管理を実施した場合、

定期的にユーザ情報の更新を行っ

てください。 
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３． ユーザ情報更新画面 

 

 

 

 

 

４． ユーザ情報更新確認画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ユーザ情報の反映を確認します。 

ユーザ更新の実行をすることで、追

加になるユーザのリストです。 

 

 

ユーザ更新の実行ボタンをクリックし

てください。 

 

ユーザ情報を取得するために、 

ユーザ更新の確認へボタンをクリッ

クしてください。 

 

承認パスワードを入力してください。 
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５． ユーザ情報更新完了画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

続けて、更新したユーザに対して権限の設定を行うので、サブメニュ

ーエリアのユーザ情報管理をクリックしてください。 

ユーザの権限設定を行わない場合、登録したユーザをご利用でき

ませんので、ご注意ください。 

ユーザ情報の更新が完了となります。 

 

 

一般ユーザの権限設定方法は、次ページ「一般ユーザの権限設定」を

ご参照ください。 
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１． 企業ユーザ管理メニュー画面 

 

 

２． ユーザ情報検索画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 
② 

 

変更ボタンをクリックしてください。 

【ユーザを絞り込みたい場合】 

①ログイン ID（任意） 

（半角 30 文字以内／前方一致） 

②ユーザ名（任意） 

（96 文字以内／前方一致）※１ 

のどちらかまたは両方を入力してくだ

さい。 

※１ ：半角は 96 文字以内、全角の入

力も可能で全角 1 文字は半角の 2 文

字分となります。 

 

検索ボタンをクリックすると、検索結

果を一覧表示します。 

権限の変更を行うユーザを選択しま

す。 

 

詳細ボタンをクリックすると、対象の

ユーザ情報を別ウィンドウで表示しま

す。 

 

権限を設定する対象ユーザの変更

ボタンをクリックしてください。 

 

ヒント 

ユーザ検索条件を入力せずに検索ボタンを押すと、全てのユーザが

表示されます。 

一般ユーザに対する業務権限付与 
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３． ユーザ情報変更画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ユーザに業務権限、口座権限設定

します。 

 ご注意事項 
マスターユーザは、一般ユーザに対して、自分自身が持っていない権限も付与することが 
できます。 

 

変更内容の確認へボタンをクリックし

てください。 

 

承認対象業務の権限を設定します。 

設定する業務の担当者または承認者

のチェックボックスにチェックを入れて

ください。 

※担当者と承認者の双方に権限を設

定することも可能です。 

 

 

口座権限リストを設定します。 

設定する口座のチェックボックスにチ

ェックを入れてください。 

 

 

承認不要業務の権限を設定します。 

設定する業務のチェックボックスにチ

ェックを入れてください。 
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４． ユーザ情報変更確認画面 

 

承認パスワードを入力してください。 
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５． ユーザ情報変更完了 

 

 

 

 

 

トップへ戻るボタンをクリックしてください。 

一般ユーザの権限の設定が完了となります。 
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電子証明書の発行を行います。 

マスターユーザでログインをしてください。 

 

１． サービス一覧画面 

 

 

 

 

２． ユーザ管理業務画面 

 

ユーザ管理業務ボタンを 

クリックしてください。 

 

電子証明書管理をクリックしてください。 

一般ユーザの電子証明書発行 
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３． 電子証明書管理画面 

 

 

 

４． ユーザ選択画面 

 

 

 

 

 

電子証明書管理をクリックしてください。 

 

電子証明書を発行するユーザを 

選択してください。 

 

次へボタンをクリックしてください。 

 

変更ボタンをクリックしてください。 
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５． 変更内容確認画面 

 

 

 

６． 処理結果画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

変更内容をご確認のうえ 
確定ボタンをクリックしてください。 

 

電子証明書管理へボタンを 

クリックしてください。 

電子証明書の発行が完了となります。 

 

次ページに続きます。 

一般ユーザの初期設定が必要です。 
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＜一般ユーザの初期設定＞ 

 

 

マスターユーザ 

 

ログインＩＤ・初回パスワードの受領 

 

ＩＤ・パスワード通知書等 
一般ユーザ 

一般ユーザによる電子証明書の取得 

 

一般ユーザ 

《
電
子
記
録
債
権
取
引
シ
ス
テ
ム
》 

一般ユーザによるログイン 

 

一般ユーザの承認パスワード設定 ※付与された権限によっては設定が必要です。 

一般ユーザのログインパスワード設定 

 

《電子記録債権取引システム》トップ画面表示 

 

事前準備（ブラウザの設定） 
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《電子記録債権取引システム》では、ブラウザの画面遷移において、セキュリティのために「Cookie」（クッキー）

を使用しています。そのため、「Cookie」の受け入れを有効にしていただく必要があります。 

また、ユーザの真正性を高めるために電子証明書を取得いただきますが、電子証明書の取得・更新時に、

ActiveX コンポーネントのダウンロードとインストールを自動で行うため、ブラウザ設定が必要となる場合がありま

す。 

ブラウザの設定については、以下の手順のとおり設定いただき、電子証明書の取得を実施願います。 

 

１．Cookie の設定 

   ブラウザの Cookie の受け入れを有効にする必要があります。 

【Cookie の有効設定方法】（ＩＥ６．０の場合） 

①Internet Explorer（ブラウザ）を起動します。 

②Internet Explorer のメニューの【ツール】をクリックし、「インターネットオプション」を表示します。 

③インターネットオプションでの設定を行います。 

 

 

「プライバシー」タブをクリック 

「詳細設定」ボタンをクリック 

事前準備（ブラウザの設定） 

「ファーストパーティのCookieを

受け入れる」にチェックを入れ

 

 「ＯＫ」ボタンをクリック 

「自動 Cookie 処理を上書きす

る」にチェックを入れる 
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２．インターネットオプションの設定を行う 

ＩＥの「ツール」→「インターネットオプション」にて次の設定を実施してください。 

 

【設定例：ＩＥ６の場合】 

 

 

 

次の項目を「有効にする」にチェックを入れる 

・「ActiveＸコントロールとプラグインの実行」 

・「スクリプトを実行しても安全だとマークされてい

る ActiveＸコントロールのスクリプト実行」 

・「アクティブ スクリプト」 

※Windows Vista（SP2）の場合は以下にもチェッ

クを入れる 

・「ActiveＸを警告なしで使用することを承認済み

のドメインにのみ許可する」 

・「前回使用されなかった ActiveＸコントロールを

警告なしで実行するのを許可する」 

「ＯＫ」ボタンをクリック 

「レベルのカスタマイズ（Ｃ）」ボタンを 

クリック 

「セキュリティ」タブをクリック 
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■インターネットオプションの設定内容を反映するため、全てのブラウザを閉じてください。 

  なお、各ＯＳとインターネットオプションの設定は次表のとおり。 

 

「詳細設定」タブをクリック 

次の項目にチェックを入れる 

・「ＨＴＴＰ１．１を使用する」 

・「プロキシ接続でＨＴＴＰ１．１を使用する」 

・「ＳＳＬ３．０を使用する」 

・「ＴＬＳ１．０を使用する」 

「ＯＫ」ボタンをクリック 

「適用」ボタンをクリック 
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【表：各ＯＳとインターネットオプションの設定一覧】 

設定項目 
ＯＳ 

Windows XP SP3 Windows Vista SP2 Windows 7 

「セキュリティ」タブの設定 

1 保護モードを有効にする 

― 

（設定項目が存在しな

い） 

無効 

（チェックを入れない） 

無効 

（チェックを入れない） 

「ActiveＸコントロールとプラグイン」の設定 

1 
ActiveＸコントロールとプラグ

インの実行 

有効 

（チェックを入れる） 

有効 

（チェックを入れる） 

有効 

（チェックを入れる） 

2 

ActiveＸを警告なしで使用する

ことを承認済みのドメインにの

み許可する 

指定なし 
有効 

（チェックを入れる） 
指定なし 

3 

スクリプトを実行しても安全だ

とマークされている ActiveＸコ

ントロールのスクリプト実行 

有効 

（チェックを入れる） 

有効 

（チェックを入れる） 

有効 

（チェックを入れる） 

4 

前回使用されなかった Active

Ｘコントロールを警告なしで実

行するのを許可する 

指定なし 
有効 

（チェックを入れる） 
指定なし 

「スクリプト」の設定 

1 アクティブ スクリプト 
有効 

（チェックを入れる） 

有効 

（チェックを入れる） 

有効 

（チェックを入れる） 

「詳細設定」タブの設定 

1 ＨＴＴＰ１．１を使用する 
有効 

（チェックを入れる） 

有効 

（チェックを入れる） 

有効 

（チェックを入れる） 

2 
プロキシ接続でＨＴＴＰ１．１

を使用する 

有効 

（チェックを入れる） 

有効 

（チェックを入れる） 

有効 

（チェックを入れる） 

3 ＳＳＬ ３．０を使用する 
有効 

（チェックを入れる） 

有効 

（チェックを入れる） 

有効 

（チェックを入れる） 

4 ＴＬＳ １．０を使用する 
有効 

（チェックを入れる） 

有効 

（チェックを入れる） 

有効 

（チェックを入れる） 

電子証明書の発行処理を実施するために適用が必要な Windows の修正プログラム 

1 Windows の修正プログラム なし なし 

ＫＢ９７４４３１  

（Windows 7 SP1 に含ま

れる） 

 

修正プログラム（ＫＢ９７４４３１）のダウンロード URL： 

http://www.microsoft.com/downloads/ja-jp/details.aspx?FamilyID=52283323-DEFD-4529-A88E-5FDABDE75EB

C 

 

http://www.microsoft.com/downloads/ja-jp/details.aspx?FamilyID=52283323-DEFD-4529-A88E-5FDABDE75EBC�
http://www.microsoft.com/downloads/ja-jp/details.aspx?FamilyID=52283323-DEFD-4529-A88E-5FDABDE75EBC�
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３．信頼済サイトへのＵＲＬ登録を行う 

①Internet Explorer（ブラウザ）を起動します。 

 

②Internet Explorer のメニューの【ツール】をクリックし、「インターネットオプション」を表示します。 

 

③インターネットオプションでの設定を行います。 

 

 

 

「セキュリティ」タグをクリック 

「信頼済みサイト」をクリック 

「サイト」ボタンをクリック 

「保護モードを有効にする」項目にチェック

が入っていないことを確認 

※チェックが入っている場合はチェックを外

す。 

「ツール」をクリック 

「インターネットオプション」を 

クリック 
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④「このＷｅｂサイトをゾーンに追加する」の入力欄に以下の「ＵＲＬ」と入力、【追加】ボタンをクリックします。 

 ※４つのＵＲＬを入力するため、４回実施します。 

    （１）「https://www01.shinkin-ib.jp」 

    （２）「https://www02.shinkin-ib.jp」 

    （３）「https://www03.shinkin-ib.jp」 

    （４）「https://sso.shinkin.jp」 

 

 

「適用」ボタンをクリック 

「ＯＫ」ボタンをクリック 

https://www01.shinkin-ib.jp 

①https://www01.shinkin-ib.jp を入力。 

③https://www02.shinkin-ib.jp を入力。 

⑤https://www03.shinkin-ib.jp を入力。 

⑦https://sso.shinkin.jp を入力。 

※①～⑨は操作順を表します。 

②「追加」ボタンをクリック 

④「追加」ボタンをクリック 

⑥「追加」ボタンをクリック 

⑧「追加」ボタンをクリック 

⑨「閉じる」ボタンをクリック 

続けて、電子証明書が発行された一般ユーザの初期設定（電子証明書の取得等）を行います。 

初期設定の方法については、次ページ「一般ユーザの初期設定」をご参照ください。 

事前準備（ブラウザ設定）は終了です。 
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金融機関ホームページを開いてください。 

１． 金融機関ホームページ 

 

 

 

 

 

 

 

 

２． 《電子記録債権取引システム》案内画面 

 

 

 

 

金融機関ホームページ 

 

 

 

ログインボタンをクリックしてください。 

 

一般ユーザによる電子証明書の取得 
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３． ログイン画面 

 

 

 

 

４． 電子証明書取得画面 

 
 

 

①お客様 ID（ログイン ID） 

②ログインパスワード 

を入力してください。 

 

 

取得ボタンをクリックしてください。 

 

② 
① 

 

電子証明書取得ボタンを 

クリックしてください。 

 

ご注意事項 
ログインＩＤは、必ず先頭に“d-”(ディーマイナス)が付きますので、“d-”(ディーマイナス)を忘れず、入力してください。 
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５． 電子証明書取得開始画面 

 

 

 

 

６． 電子証明書発行処理中画面 

 

 

 

 

 

取得ボタンをクリックしてください。 

 

発行処理中です。 

画面が切替るまでしばらくお待ちください。 
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７． 電子証明書インストール完了画面 

 

 

 

このウィンドウを閉じるボタンを 

クリックしてください。 
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８． ログイン画面 

 

 

 

 

 

 

９． ログインパスワード入力画面 

 

 

電子証明書ログインボタンをクリックし

てください。 

 

ログインボタンをクリックしてください。 

 

OK ボタンをクリックしてください。 

お客様ＩＤ（ログイン ID）を選択してくださ
い。 

ログインパスワードを入力してください。 

一般ユーザによるログイン 
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１． ログインパスワード変更画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２． サービス一覧画面 

 

 

①現ログインパスワード 
②新ログインパスワード 
③新ログインパスワード（確認） 
を入力してください。 

 

変更ボタンをクリックしてください。 

ご注意事項 
・新ログインパスワードは、半角英字・半角数字を必ず１文字以上ずつ含め６桁以上にしてください。 
・ユーザ ID と同じ値は設定できません。変更前のログインパスワードと同じ値も設定できません。 
・ログインパスワードは、連続６回入力誤りした場合、パスワードロックがかかり、以後、本システムにログイン
することができなくなりますので、忘れないようご注意ください。 

 

 

しんきん電子記録債権サービス  
ボタンをクリックしてください。 

① 

② 

③ 

一般ユーザのログインパスワード設定 
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１． 承認パスワード変更画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２． 承認パスワード変更完了画面 

 

 

 

 

１． 《電子記録債権取引システム》トップ画面 

 

 

一般ユーザの初期設定は完了となります。 

 

実行ボタンをクリックしてください。 

①新しい承認パスワード 
②新しい承認パスワード（再入力） 
を入力してください。 

ご注意事項 
・承認パスワードは、半角英字・半角数字を必ず１文字以上ずつ含んでください。 
・承認パスワードは、６桁以上で設定してください。 
・承認パスワードは、連続６回入力誤りした場合、パスワードロックがかかり、以後、承認業務を実施することができ
なくなりますので、忘れないようご注意ください。 

 

 

 

トップへボタンをクリックしてください。 

一般ユーザの承認パスワード設定 

《電子記録債権取引システム》トップ画面表示 
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１． トップページ画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

２． ログアウト画面 

 

 

 

 

ログアウト 

 

【ログアウトする場合】 

ログアウトボタンをクリックしてください。 

 

OK ボタンをクリックしてください。 

 

ウィンドウの閉じるボタンを 

クリックしてください。 
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３． サービス一覧画面 

 

 

 

 

４． ログアウト画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ログアウトの完了となります。 

 

ログアウトボタンをクリックしてください。 

 

閉じるボタンをクリックしてください。 
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ソフトウェアキーボードとは、画面上にキーボードを表示して、マウスで画面上のキーをクリックすることで、

パスワードなどを入力するソフトです。特にキーボードからの入力情報を盗むキーロガー型のスパイウェア

なお、ソフトウェアキーボードの操作画面については次のとおりです。 

に

効果があります。 

 

５． ソフトウェアキーボードの操作画面 

 

 

 

 

６． ソフトウェアキーボード画面（キーエリア説明） 

 
 

 

 

 

 

ソフトウェアキーボード入力を 

クリックしてください。 

 

 

①数字キーエリア 

数字を入力する場合に該当数字を 

クリックしてください。 
① 

 

②小文字キーエリア 

英小文字を入力する場合に英字を 

クリックしてください。 

② 

③ 

 

③大文字キーエリア 

英大文字を入力する場合に英字を 

クリックしてください。 

ソフトウェアキーボードについて 
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７． ソフトウェアキーボード画面（ボタン説明） 

 

 

 

 

８． ソフトウェアキーボード画面（キー配置変更説明） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①１文字クリアボタン 

入力した文字を１文字消す場合に 

１文字クリアボタンをクリックしてくださ

い。 

① ② ③ 

 
青い枠外の領域でマウスをクリック
すると文字の表示順を変更します。 

 

②全てクリアボタン 

文字を全て消す場合に全てクリアボタ

ンをクリックしてください。 

 

③閉じるボタン 

ソフトウェアキーボードを終了する場合

に閉じるをクリックしてください。 
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９． ソフトウェアキーボード画面（キー内容非表示説明） 

 

 

 

 

 
マウスカーソルを青い枠内の領域に
移動すると、文字を隠します。 

ソフトウェアキーボードの操作は完了となります。 
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